
本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びい
たします．

●p.267　上から17〜21行目
（誤）　KATPチャネルは，内向き整流性 K チャネル（心筋は Kir6.2）とスルホ

ニルウレア薬のピナシジルを結合するスルホニルウレア受容体（心筋
SUR2A）の複合体である．心筋以外にも IK,ATPチャネルは膵臓の B（β）
細胞におけるインスリンの放出の抑制に関係する（図 17-31 参照）．ピナ
シジルは IK,ATPを抑制してインスリンの放出を増加する．

（正）　KATPチャネルは，内向き整流性 K チャネル（心筋は Kir6.2）とスルホニ
ルウレア薬のグリベンクラミドを結合するスルホニルウレア受容体（心筋
SUR2A）の複合体である．心筋以外にも IK,ATPチャネルは膵臓の B（β）
細胞におけるインスリンの放出の抑制に関係する（図 17-31 参照）．グリ
ベンクラミドは IK,ATPを抑制してインスリンの放出を増加する．
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本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．訂正してお詫びい
たします．

●p.453　図18-10
（誤）　

（正）　
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本書におきまして，下記の通り記載内容に誤りがございました．
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